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た
。

　

最
後
に
、
美
島
緑
の
少
年
団

に
よ
る
「
島
の
人
た
ち
の
思
い

を
引
き
継
ぎ
、
未
来
に
向
け
て

発
信
し
ま
す
。
」
と
す
る
大
会

宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
次
回

開
催
地
で
あ
る
埼
玉
県
秩
父
市

に
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
は
翌
日
、
シ

ン
パ
ク
や
ソ
テ
ツ
な
ど
の
巨
木

巡
り
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
好
天

の
も
と
秋
の
小
豆
島
を
満
喫
し

た
よ
う
で
す
。

愛
媛
国
有
林
野
等
所
在
市

町
長
有
志
協
議
会
を
開
催

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

一
〇
月
九
日
、
愛
媛
県
武
道

館
に
お
い
て
、
愛
媛
国
有
林

野
等
所
在
市
町
長
有
志
協
議
会

を
管
内
の
国
有
林
野
の
所
在
す

る
市
町
長
等
及
び
局
署
関
係
者

二
七
名
の
参
加
の
も
と
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
地
域
社
会
と
国

有
林
野
事
業
の
連
携
の
強
化
を

図
り
、
地
域
に
お
け
る
産
業
の

振
興
又
は
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
年

一
回
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

今
年
の
有
志
協
は
、
「
森
林
・

林
業
と
地
方
創
生
へ
の
取
組
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
代
表
世
話

人
で
あ
る
髙
野
久
万
高
原
町
長

の
進
行
で
議
事
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
四
国
森
林
管
理

局
や
当
署
の
事
業
概
要
が
説

明
さ
れ
た
後
、
各
市
町
か
ら
地

方
再
生
へ
の
取
組
等
に
関
す
る

様
々
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
市
町
か
ら
の
意
見
や
要
望

と
し
て
、
温
泉
施
設
の
改
修
に

合
わ
せ
て
、
燃
料
と
な
る
薪
の

供
給
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
使
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
間
伐
材
等

を
町
が
買
い
取
り
（
買
取
価
格

の
半
額
を
町
商
品
券
に
よ
り
支

払
）
を
行
い
地
域
活
性
化
に
繋

げ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
へ
の
協

力
要
請
（
松
野
町
）
や
、
間
伐

の
有
効
利
用
を
通
じ
た
森
林
経

営
や
森
林
の
適
正
管
理
へ
の
提

案
（
鬼
北
町
）
の
他
、
従
来
よ

り
も
視
野
を
広
げ
た
担
い
手
育

成
対
策
の
展
開
（
西
予
市
、
久

万
高
原
町
）
、
民
有
林
と
国
有

林
の
連
携
の
取
組
を
推
進
（
四

国
中
央
市
）
と
い
っ
た
も
の
が

不
法
投
棄
物
の
回
収
作
業

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
一
〇

月
に
愛
媛
県
西
条
市
炭
谷
山
国

有
林
、
四
国
中
央
市
北
山
国
有

林
、
そ
し
て
伊
予
市
歯
朶
谷
山

国
有
林
に
お
い
て
、
林
内
に
不

法
投
棄
さ
れ
て
い
た
ゴ
ミ
の
回

収
作
業
を
、
回
収
が
可
能
な
も

の
は
職
員
で
、
現
地
の
状
況
か

ら
自
主
回
収
が
困
難
な
も
の

は
、
地
元
専
門
業
者
の
協
力
を

小
学
生
に
よ
る
歓
迎
演
奏

愛
媛
有
志
協
議
会
の
様
子

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
四
国
森
林
管

理
局
、
当
署
か
ら
は
、
各
市
町

の
取
組
に
対
す
る
支
援
や
連
携

の
推
進
に
つ
い
て
回
答
が
あ
る

な
ど
有
意
義
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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得
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
道
か
ら
捨
て
ら
れ
た

ゴ
ミ
は
、
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機

な
ど
の
家
電
や
畑
な
ど
で
使

わ
れ
て
い
る
農
業
ゴ
ミ
、
そ

し
て
一
般
家
庭
で
使
わ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
布
団
や
衣

類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き

缶
な
ど
大
小
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
一
般
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
ゴ
ミ
の
分
別
や
、
産
業
廃

棄
物
処
理
が
厳
し
く
な
っ
た
た

め
、
人
目
の
付
き
に
く
い
山
林

へ
の
不
法
投
棄
が
減
ら
な
い
と

い
う
現
実
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ゴ
ミ
の
中
に
溜
ま
っ
た
泥
水

等
に
よ
り
、
全
身
が
汚
れ
る
作

業
と
な
り
ま
し
た
が
、
回
収
し

「
中
村
小
学
校
森
林
教
室
」

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

一
〇
月
六
日
、
高
知
県
四
万

十
市
中
村
小
学
校
一
年
生
五
〇

名
を
対
象
に
森
林
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
「
み
な
さ
ん
の

周
り
で
木
を
使
っ
た
物

は
何
が
あ
り
ま
す
か
？
」

と
問
い
か
け
る
と
「
え

ん
ぴ
つ
」「
家
」「
柱
」「
床
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
答
え

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
木
は
柔

ら
か
く
て
、
暖
か
く
て
、

生
活
の
中
で
た
く
さ
ん

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

学
習
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
森
の
働
き
が
暮
ら
し

を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
た

め
に
「
森
」
と
い
う
紙
芝
居
を

み
ん
な
で
見
ま
し
た
。
森
の
生

き
物
た
ち
が
登
場
す
る
こ
の
話

を
じ
っ
と
聞
い
て
い
た
児
童

は
、
土
石
流
の
怖
さ
や
森
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

紙
芝
居
の
あ
と
、
ク
マ
の
ス

ク
レ
ー
ン
車
に
よ
る
ゴ
ミ
回
収
の
様
子

職
員
に
よ
る
ゴ
ミ
回
収
の
様
子

た
大
量
の
ゴ
ミ
へ
の
驚
き
と
、

自
分
た
ち
の
手
に
よ
り
き
れ

い
に
な
っ
た
現
地
に
達
成
感

を
い
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

限
ら
れ
た
厳
し
い
予
算
事
情

等
の
中
で
地
域
環
境
の
た
め
の

善
意
活
動
と
し
て
、
全
て
業
者

に
依
頼
す
る
の
で
は
な
く
、
で

き
る
こ
と
は
職
員
み
ん
な
で
汗

を
か
く
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で

も
地
元
住
民
や
行
政
機
関
へ
の

理
解
を
得
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
回
収
作
業
を
終
え

た
場
所
に
つ
い
て
は
、
注
意

看
板
の
設
置
や
、
車
両
等
の

立
ち
入
り
を
制
限
す
る
処
置

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

森
林
教
室
の
様
子
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

シ
カ
被
害
防
止
対
策
を

実
施

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

一
〇
月
三
日
、
高
知
県
と
徳

島
県
に
ま
た
が
る
、
三
嶺
の
南

斜
面
に
位
置
す
る
通
称
「
カ
ヤ

ハ
ゲ
」
周
辺
に
お
い
て
、
「
三

嶺
の
森
を
ま
も
る
み
ん
な
の

会
」
の
協
力
の
も
と
、
実
に

二
三
回
目
と
な
る
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
シ
カ
被
害
防
止

対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
知
県
・
香
美
市
・

南
国
市
の
職
員
、
高
校
生
・
大

学
生
、
香
美
市
林
業
婦
人
部
等

幅
広
い
分
野
の
一
般
参
加
者
に

加
え
、
局
署
か
ら
一
一
名
の
職

員
の
参
加
を
得
る
な
ど
、
総
勢

八
〇
名
の
方
々
に
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
と
同
様
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
等
に
よ
っ

て
裸
地
化
し
土
壌
浸
食
が
見
ら

れ
る
斜
面
の
土
砂
流
出
を
防
止

し
、
植
生
の
回
復
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
植
生
回
復
用

マ
ッ
ト
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
既
設
の
防
護
柵
の
補
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

遠
く
に
は
石
鎚
山

や
土
佐
湾
、
近
く

の
山
々
で
は
紅
葉

が
見
ら
れ
る
な
ど
、

す
ば
ら
し
い
眺
望

を
楽
し
み
な
が
ら

の
作
業
と
な
り
ま

し
た
。

　

作
業
は
、
昨
年

に
続
い
て
参
加
い

た
だ
い
た
方
々
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
い
た
だ
き
、

段
取
り
よ
く
作
業

を
こ
な
し
、
予
定

時
間
よ
り
早
く
、
予
定
し
た
以

上
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
全

員
が
心
地
よ
い
汗
を
か
き
、
や

り
遂
げ
た
あ
と
の
達
成
感
に
満

ち
た
表
情
で
あ
っ
た
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
は
大
勢
の
方
々
に
、
三
嶺
周

辺
に
お
け
る
シ
カ
被
害
の
深
刻

な
状
況
を
確
認
し
て
も
ら
う
一

方
で
、
昨
年
設
置
し
た
箇
所
に

お
い
て
、
部
分
的
で
は
あ
り
ま

す
が
確
実
に
植
生
が
回
復
し
て

植
生
回
復
用
マ
ッ
ト
を
設
置

ボランティア活動に参加された皆様

ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。
輪

切
り
に
し
た
小
さ
な
木
に
顔
、

耳
、
鼻
、
目
玉
と
順
番
に
ボ
ン

ド
で
接
着
し
て
五
〇
個
の
か
わ

い
い
ク
マ
が
で
き
あ
が
り
、
沢

山
の
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

子
ど
も
達
は
、
森
林
教
室
を

通
じ
て
自
分
た
ち
の
身
の
回
り

に
は
た
く
さ
ん
の
山
が
あ
り
、

木
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
木
を

使
っ
た
物
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

近
年
、
森
や
木
に
触
れ
る
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
子
供

達
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
う

し
た
活
動
を
通
じ
て
、
森
林
や

木
材
に
親
し
み
を
持
つ
よ
う
な

機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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小
型
無
人
機
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）

の
講
習
会
開
催

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

一
〇
月
二
九
日
、
当
署
と

国
土
防
災
技
術
（
株
）
高
知

営
業
所
の
合
同
に
よ
る
、
小

型
無
人
機
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）
の
操

作
方
法
等
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
講
習
会
は
、
民
有
林
・
国

有
林
等
で
発
生
す
る
山
地
災
害

等
に
対
し
て
、
迅
速
に
災
害
状

況
を
確
認
し
効
果
的
な
復
旧
措

置
等
を
検
討
す
る
こ
と
や
、
造

林
地
等
の
林
分
状
況
等
を
把
握

す
る
た
め
に
操
作
技
術
等
の
習

得
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
総
勢
一
七
名
（
当
署
職
員

一
二
名
、
高
知
営
業
所
五
名
。
）

が
参
加
し
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

講
師
に
は
、
国
土
防
災
技

術
（
株
）
技
術
本
部
技
術
開
発

部
第
二
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
長

始
め
三
名
の
方
に
出
席
い
た
だ

き
、
小
型
無
人
機
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）

に
関
す
る
法
令
及
び
利
活
用
等

の
講
義
、
飛
行
操
作
等
の
実
技

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

具
体
に
は
、
午
前
中
、
小
型

無
人
機
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）
に
よ
る
空

撮
の
特
徴
と
機
体
の
構
造
・
性

能
、
実
際
の
運
用
・
操
作
方
法

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ

し
て
、
山
地
災
害
現
場
や
地
す

べ
り
調
査
に
用
い
た
活
用
事

例
、
飛
行
に
当
た
っ
て
の
関
連

法
規
、
航
空
法
、
電
波
法
等
の

概
要
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
大
栃
柳
沢
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
「
Ｕ
Ａ
Ｖ

（
フ
ァ
ン
ト
ム
）
」
の
フ
ラ
イ
ト

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
実
習
で

は
、
実
際
に
フ
ラ
イ
ト
ロ
グ
（
運

用
確
認
表
）
を
用
い
て
、
バ
ッ

テ
リ
ー
等
の
機
体
状
況
の
確
認

か
ら
、
プ
ロ
ポ
及
び
機
体
の
電

源
投
入
、
モ
ー
タ
ー
（
プ
ロ
ペ

ラ
）
の
起
動
、
離
陸
、
飛
行
、

着
陸
、
停
止
と
一
連
の
流
れ
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
九

名
が
操
作
実
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
職
員
は
、
一
連

の
流
れ
を
講
師
の
方
に
指
導

を
受
け
つ
つ
、
機
体
の
確
認

や
離
陸
か
ら
飛
行
・
着
陸
な

ど
目
視
と
カ
メ
ラ
の
映
像
で

確
認
し
な
が
ら
真
剣
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

い
る
現
状
を
確
認
い
た
だ
き
、

こ
の
活
動
の
成
果
や
対
策
を
講

じ
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
「
三
嶺
の

森
を
ま
も
る
み
ん
な
の
会
」
と

緊
密
に
連
携
し
、
一
般
の
多
く

の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
三
嶺

周
辺
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被

害
防
止
と
植
生
回
復
等
自
然
環

境
の
維
持
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
型
無
人
機
操
作
方
法
の
講
習
中

　

ま
た
、
操
作
に
当
た
っ
て
、

機
体
の
飛
行
時
間
の
把
握
や
、

短
い
時
間
で
の
フ
ラ
イ
ト
、
風

な
ど
の
気
象
条
件
の
確
認
と
目

視
す
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
の

説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
は
、
多
く

の
職
員
が
積
極
的
に
参
加
し

て
お
り
、
一
定
の
操
作
方
法

等
が
理
解
で
き
た
有
意
義
な

講
習
会
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
講
習
会
で
習
得

し
た
こ
と
を
活
か
し
、
山
地

災
害
及
び
林
道
決
壊
箇
所
等
の

確
認
、
造
林
地
等
の
シ
カ
防
護

ネ
ッ
ト
の
確
認
、
森
林
整
備
予

定
地
の
林
分
状
況
の
確
認
な

ど
、
多
様
な
業
務
で
の
活
用
に

つ
い
て
検
討
し
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。
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か
ら
一
〇
月
三
一
日
ま
で
の
日

程
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
参

加
国
は
コ
ン
ゴ
共
和
国
、
コ
ン

ゴ
民
主
共
和
国
、
ガ
ボ
ン
、
カ

メ
ル
ー
ン
、
チ
ャ
ド
の
五
カ
国

で
、
九
名
の
参
加
で
す
。

　

今
回
、
当
署
で
の
研
修
は
、

二
泊
三
日
の
日
程
で
高
知
県
東

部
に
お
い
て
現
地
研
修
を
行
う

一
環
で
あ
り
、
馬
路
村
農
協
や

エ
コ
ア
ス
馬
路
村
で
の
研
修
も

併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
研
修
の
依

頼
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
向

け
た
森
林
整
備
、
生
物
多
様
生

の
保
全
、
木
材
の
安
定
供
給
を

中
心
と
す
る
国
有
林
管
理
業
務

の
概
要
及
び
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
状

況
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
国
有

林
の
現
場
視
察
と
い
う
も
の
で

し
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
、
午
前
中
に
、

研
修
生
の
宿
泊
場
所
で
あ
っ
た

馬
路
温
泉
で
、
日
本
の
森
林
に

お
け
る
国
有
林
の
面
積
割
合
や

位
置
関
係
、
国
有
林
の
果
た
す

べ
き
役
割
と
計
画
制
度
、
組
織

機
構
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

次
に
、
四
国
及
び
高
知
県
の
国

有
林
の
概
要
に
つ
い
て
、
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

シ
ス
テ
ム
構
成
に
つ
い
て
も
簡

単
な
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
説

明
内
容
が
国
有
林
中
心
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
国
有
林
以
外
の

森
林
（
民
有
林
）
の
政
策
目
標

と
国
有
林
の
政
策
目
標
は
ど
の

よ
う
に
調
和
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

民
有
林
の
地
球
温
暖
化
対
策
に

か
か
る
森
林
政
策
の
主
体
は
誰

で
、
そ
の
施
策
手
段
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
と
い
っ
た
も
の
な

ど
質
問
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。

　

や
り
と
り
は
フ
ラ
ン
ス
語
の

逐
次
通
訳
に
よ
り
進
め
ら
れ
る

た
め
、
質
問
の
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
千
本
山
保
護

林
に
行
き
、
二
時
間
ほ
ど
林

内
を
歩
き
な
が
ら
、
魚
梁
瀬
天

然
ス
ギ
の
立
地
条
件
や
林
分
状

況
、
利
用
に
か
か
る
歴
史
的
な

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
生

か
ら
は
、
保
護
林
と
し
て
保
護

す
る
こ
と
の
意
義
、
周
辺
の
人

工
林
造
成
と
の
違
い
、
保
護
林

か
ら
の
苗
木
生
産
用
種
子
の
採

取
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
地

域
統
括
森
林
官
が
履
い
て
い
た

地
下
タ
ビ
に
大
き
な
関
心
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
魚
梁
瀬
合
同
事
務

計
画
ま
た
は
そ
の
改
善
案
を
策

定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
気
候
変

動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
で
制

度
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
（
レ
ッ
ド
プ
ラ
ス
）

を
途
上
国
が
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
能
力
を
支
援
す
る
こ

と
」
を
目
的
に
、
一
〇
月
六
日

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
の
質
問
に
答

え
る
牧
尾
総
括
森
林
整
備
官

（
中
央
下
）

　

去
る
一
〇
月
一
三
日
、
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
要
請
に
よ
り
、
当

署
に
お
い
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国

か
ら
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

主
催
に
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
の
赤

道
直
下
、
コ
ン
ゴ
河
流
域
諸
国

の
森
林
行
政
や
研
究
に
携
わ
る

者
を
対
象
に
、
「
自
国
と
日
本

と
の
比
較
を
通
し
て
、
自
国
の

森
林
資
源
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
課

題
を
把
握
し
、
自
国
に
お
い
て

所
属
機
関
が
実
施
す
べ
き
森
林

資
源
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
の

ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
の
受

け
入
れ〈

安
芸
森
林
管
理
署
〉
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所
に
お
い
て
、
千
本
山
で
と
っ

た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
軌
跡
を
国
有
林
Ｇ

Ｉ
Ｓ
に
取
り
込
ん
で
、
航
空
写

真
と
重
ね
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
実
際
に

動
か
し
な
が
ら
、
国
有
林
の
管

理
や
収
穫
の
業
務
に
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
る
の
か
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
諸
国

で
は
、
衛
星
写
真
を
活
用
し
て

い
る
そ
う
で
、
航
空
写
真
の
解

像
度
が
高
い
こ
と
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。
国
有
林
の
基
本
図

と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
位
置
情
報
を
合
致

さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
有
林
の

基
本
図
を
世
界
地
図
の
統
一
基

準
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
な

ど
、
専
門
的
な
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
朝
か
ら
夕
方
ま

で
の
一
日
の
研
修
が
無
事
終
わ

り
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
方
々
と

小
さ
な
国
際
交
流
が
で
き
た
有

複
層
林
施
業
現
地
検
討
会

の
開
催
（
第
二
回
）

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

一
〇
月
二
六
日
、
高
知
県

奈
半
利
町
須
川
山
国
有
林

一
〇
一
九
林
班
に
お
い
て
、
第

二
回
目
の
複
層
林
施
業
現
地
検

討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
検
討
会
は
、
八
月
六
日

の
奥
山
国
有
林
一
一
七
八
林

班
で
の
現
地
検
討
会
に
続
い

て
開
催
し
た
も
の
で
、
実
際

に
、
現
地
で
複
層
林
施
業
区

域
を
設
定
し
て
、
現
地
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
署
職
員
が
業

務
グ
ル
ー
プ
や
森
林
官
な
ど

一
四
名
、
四
国
森
林
管
理
局

か
ら
森
林
整
備
課
、
資
源
活

用
課
の
職
員
四
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

現
地
検
討
会
の
箇
所
は
、
ス

ギ
長
伐
期
複
層
林
施
業
群
（
伐

期
齢
一
三
〇
年
）
に
指
定
し

て
お
り
、
区
域
面
積
一
二
ha

（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
混
交
）
、
林

齢
六
四
年
生
、
路
網
密
度
が

二
一
〇
ｍ
／
ha
で
す
。

　

奥
山
国
有
林
一
一
七
八
林
班

で
の
現
地
検
討
会
で
確
認
し
た

複
層
林
施
業
の
適
地
判
定
や
群

状
、
帯
状
の
選
択
、
シ
カ
防
護

ネ
ッ
ト
設
置
上
の
留
意
点
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
高
密
度
の
路
網

を
活
か
し
た
二
ha
を
限
度
と
し

た
伐
区
を
、
区
域
面
積
の
１
／

２
を
目
安
に
モ
ザ
イ
ク
状
に

配
置
し
、
目
標
林
型
を
上
木

一
三
〇
年
生
、
下
木
六
五
年
生

の
常
時
二
段
林
と
す
る
群
状
複

層
林
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

現
地
検
討
会
で
は
、
林
内

の
作
業
道
を
歩
き
な
が
ら
、

群
状
伐
採
区
域
内
に
発
生
し

て
い
る
風
倒
木
や
下
層
植
生
、

作
業
道
の
状
況
を
確
認
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
立
木
販

売
に
お
い
て
風
倒
木
や
林
地

残
材
を
処
理
す
る
場
合
の
経

費
の
考
え
方
や
枝
条
の
取
扱

い
、
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
の
設

置
方
法
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
今
回
の
複
層
林

施
業
予
定
箇
所
に
つ
い
て
は
、

立
木
の
買
受
業
者
に
、
森
林
管

理
署
が
指
定
す
る
線
形
及
び
規

格
で
森
林
作
業
道
を
課
す
こ
と

と
し
て
、
そ
の
場
合
の
立
木
販

売
の
特
約
条
項
の
付
し
方
、
立

木
販
売
に
お
け
る
経
費
の
見
方

に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
現
地
検

討
で
得
ら
れ
た
課
題
や
検
討
内

容
を
署
、
現
場
で
共
有
し
、
さ

ら
に
、
局
署
双
方
で
具
体
的
な

実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
局
署

の
連
携
を
深
め
、
解
決
手
段
を

探
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

風
倒
木
、
下
層
植
生
の
状
況
確
認

意
義
な
一
日
で
し
た
。


